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資料１－５
第２期・第３期中期計画（指標・数値目標）対照表

第２期中期計画 No 事 項 第３期中期計画
1 入学者の受入 ・（入学前）各種取組等の参加者の満足度又は肯定的意見の割合：

80％以上
・（入学後）入学時調査による各種取組に対する肯定的意見の割合
：80％以上

・入学者選抜方法の検証及び必要な見直し：年１回
・研究内容・業績の広報ＨＰの分析・検証：隔年度
・広報ＨＰ掲載内容の必要な見直し：分析・検証をした翌年度
・説明会等参加者の満足度又は肯定的意見の割合：80％以上
・研究科収容人数充足率：修士課程 0.50以上、博士課程 0.33以上

2 教育内容 ・ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに基づく教育
課程の見直し・検証：年１回（平成33年度～）

・教養教育プログラムの作成：平成31年度
◯教育に関する数値指標 ・医療人育成センターにおける検証及び医療人育成センター運営委

項 目 内 容 目標値 員会としての点検・評価の実施：年１回（平成33年度～）
ＦＤ活動への 教員の研修会、セ 年１回以上 3 教育方法 ・本学の課題に応じたＦＤセミナーの実施：年１回以上
参加 ミナー等への参加 の参加 ・教員の研修会、セミナー等への参加：年１回以上

・ワークショップ開催：年２回以上
・教育方法の定期的な検証及び必要な改善：年１回（平成33年度～）
・情報通信技術を活用した授業の履修者の満足度：80％以上
・情報通信技術を活用した授業科目数の増：５科目以上

国家試験合格 新卒者の医師、看 94％以上 4 教育成果 ・新卒者の医師、看護師、理学療法士及び作業療法士の国家試験合
率 護師、理学療法士、 格率：94％以上

作業療法士の国家 ・学修成果の評価指数を盛り込んだアセスメント・ポリシーの策定
試験合格率 及び定期的検証による改善

5 教育の実施体 ・新たな医療人育成に係る組織体制の構築：平成31年度
制等 ・医療人育成センター運営委員会においての新たな医療人育成に係

る組織体制の点検：毎年10月～３月（平成32年度～）
・利用者の満足度調査結果を反映した臨床技能トレーニング施設の
充実

・ｅ－ラーニングを効果的に用いた自主学習の充実
・保健師養成課程の見直しの反映：平成32年度

学生の健康診 学部学生及び大学 100％ ・学生の授業満足度又は肯定的意見の割合：80％以上
断受診率 院生の健康診断受 6 学生への支援 ・学生からの意見等を聴取し、検討する機会の設定：年１回以上

診率 等 ・各学部、関係機関による連携会議の開催、情報交換及び協議：年
４回以上

※第３期中期計画（骨子）の太字は、第２期中期計画にも相当する指標があるもの。
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第２期・第３期中期計画（指標・数値目標）対照表
第２期中期計画 No 事 項 第３期中期計画

◯社会貢献に関する数値指標 7 研究水準及び ・展示会への出展：年３回以上
項 目 内 容 目標値 研究の成果 ・再生医療や免疫学等の臨床応用に向けた治験の実施

自治体、企業 自治体、企業等と （平成30年 ・医学研究科博士課程「がん研究コース」に係るカリキュラムの継
等との連携件 の連携協定件数及 度）平成24 続運営
数 び共同研究実施件 年度比20％ ・がん研究コース（インテンシブコースを含む。）受入数：540人以

数 増 上
・主に若手研究者を対象とした科学研究費補助金申請書作成レクチ
ャーの開催（講師：科研費獲得実績のある教員）：年２回以上

8 研究実施体制 ・専門的知識を有する特任教員の配置：３名以上
等 ・全国規模の民間団体研究助成事業の採択数：年10件以上・年平均

15件以上
◯附属病院・社会貢献に関する数値指標 9 診療 ・連携拠点病院としての中核的な役割を担うためのセミナー等の開

項 目 内 容 目標値 催：年22回以上
高度救命救急 高度救命救急セン （平成30年 ・がん診療患者数（肝がん含む）：年53,700人以上
センターにお ターにおける1年 度）1,800 ・肝疾患診療患者数（肝がん以外）：年950人以上
ける受入患者 間の受入患者数 人 ・神経再生医療の患者受入病床の整備（10床）：平成31年度
数 ・神経再生医療の患者受入病床の充実：平成32年度～
クリニカルパ 疾患ごとに治療内 （平成30年 ・神経再生医療において連携する関連施設の確保：２箇所以上（平
ス数 容手順を経時的に 度）20疾患 成36年度）

示した計画表（ク 群適用 ・紹介状持参患者数：年13,900人以上
リニカルパス）を ・既存棟改修計画に基づく既存棟の改修工事：平成31～34年度
適用する疾患群数 ・医療安全に関する講演会の受講率：100％

地域医療連携 地域医療連携部門 （平成30年 ・手術支援ロボット手術件数：244件（平成36年度）
部門の紹介患 による他の医療機 度）平成24 ・既存棟改修計画に基づく手術支援ロボット対応手術室の整備：平
者数 関からの紹介患者 年度比15％ 成31年度

数 増 ・既存棟改修計画に基づく熱傷ケアユニットの整備：平成34年度
10 臨床教育 ・初期臨床研修、専門研修に関わる医師等による研修管理、情報共

有・意見交換のための会議等の開催：年３回以上
・女性医師等に対する講演会等の開催：年２回以上
・新人看護師及び中堅看護師に対する研修会等の開催：年66回以上
・新人看護師に対するキャリア形成相談の実施率：100％
・理学療法士及び作業療法士の受入研修生：年５名以上
・理学療法士及び作業療法士の研修に対する満足度：80％以上

※第３期中期計画（骨子）の太字は、第２期中期計画にも相当する指標があるもの。
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第２期・第３期中期計画（指標・数値目標）対照表
第２期中期計画 No 事 項 第３期中期計画

◯附属病院に関する数値指標 11 運営の改善及 ・診療収入に対する医薬材料費の割合：40.7％以下
項 目 内 容 目標値 び効率化 ・病床利用率：86.2％以上（平成36年度）

収支改善 病院収支（病院収 （平成30年
入―病院支出）の 度）平成24
改善額 年度比６億

円の改善
医薬材料費率 診療収入に対する 20％

医薬材料費の割合
（手術、化学療法
分を除く）

後発医薬品採 後発医薬品の採用 ９％
用率 品目数が全品目数

に占める割合
公的医療機関 地域医療を支える （平成30年 12 地域医療等へ ・地域医療を支える公的医療機関への医師の派遣件数：1,350件以上
派遣件数 公的医療機関への 度）平成24 の貢献 （平成36年度）

医師の派遣件数 年度比おお ・看護院内研修の受入れ数：年11名以上
（医師の総派遣件 むね100件 ・助産師キャリアパスの策定：平成31年度
数に公的医療機関 増 63％） ・助産師出向に係るマニュアルの整備：平成32年度
に対する派遣件数 ・ＤＭＡＴ（当院外隊員も含む。）チーム数の増：２チーム以上（平
が占める割合） 成36年度）

・院内原子力災害医療派遣チーム数の増：２チーム以上（平成36年
度）

・北海道ＤＭＡＴ養成研修の開催：年１回
・がんに関する相談件数：年1,290回以上
・肝疾患に関する相談件数：年880回以上
・エイズに関する相談件数：年140回以上
・大学施設を避難施設として提供する際の手順の設定：平成31年度
・地域住民に対する支援策の策定：平成32年度
・避難救護物資の備蓄に関する検討：平成32年度

◯社会貢献に関する数値指標 ・各種審議会委員等への就任件数：年313件以上
項 目 内 容 目標値 ・講師等派遣件数：年720件以上

公開講座等の 本学が主催する公 （平成25年 ・本学が主催する公開講座、セミナー等の開催：年平均60回以上
開催件数 開講座やセミナー 度から平成 ・看護、リハビリテーション及び福祉に関する公開講座の開催：年

等の開催件数 30年度まで １回以上
の平均）45 ・高校出前講座の開催：年４回以上
件 ・専門職対象研修会の開催：年３回以上

13 産学・地域連 ・特許実施許諾契約等の契約数：年43件以上
携 ・専門的知識を有する特任教員の配置：３名以上

・地域シンポジウムの開催：１回以上
※第３期中期計画（骨子）の太字は、第２期中期計画にも相当する指標があるもの。
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第２期・第３期中期計画（指標・数値目標）対照表
第２期中期計画 No 事 項 第３期中期計画

14 国際交流及び ・大学間交流協定校数の増：２校以上
国際貢献 ・海外留学率（学部卒業までに留学、研修、派遣等の海外経験のあ

る学生の学生定員に対する割合）：10％以上
・状況に応じた積極的な外国出願
・外国企業が参加する展示会への出展：年１回以上

15 運営 ・理事長（学長）の意思決定を支援する組織の整備：平成32年度
・理事長（学長）の意思決定を支援する組織の点検・必要な見直し
：年１回（平成33年度～）

◯業務運営改善及び効率化に関する数値指標 16 組織及び業務 ・大学訪問数：年２校以上
項 目 内 容 目標値 等 ・企業説明会開催件数：年４回以上

ＳＤ活動への 事務局職員の研修 年１回以上 ・年間計画に基づく研修回数の実施率：92％以上
参加 会等への参加 の参加 ・各所属における短期的及び中期的な課題を考慮した簡素で効率的

な執行体制の構築
◯研究・財務内容の改善・社会貢献に関する数値指標 ・附属病院の改修工事の進捗状況を考慮した人員配置

項 目 内 容 目標値 ・管理職に占める女性の割合：22％以上
競争的資金へ 教員の文部科学 年１件以上 ・サージカルトレーニングの回数：年16回以上
の申請 省、厚生労働省、 の申請 17 外部研究資金 ・科学研究費補助金の申請数：年平均323件以上

民間財団等の競争 その他の自己 ・法人の自己収入：平成30年度対比5％増（平成36年度）
的資金への申請 収入の確保

財務内容の改 運営費交付金の縮 運営費交付 18 経費の効率的 ・運営費交付金：少なくとも前年度比１％縮減（特別の事情がある
善 減 金を少なく 執行 場合を除く。）

とも前年度 19 資産の運用管 ・保有資産利活用状況の点検：平成33・36年度
比１％縮減 理 ・課題の検討整理及び管理運用方法の改善：平成31・34年度

20 評価の充実 ・ＰＤＣＡサイクルが効果的かつ効率的に機能する計画・評価の仕
組み及び体制の見直し：平成31年度

社会貢献活動 大学ホームページ （平成30年 21 情報公開等の ・大学ホームページを活用した情報発信件数：年300件以上
等情報発信件 を活用した、研究 度）平成24 推進 ・ＳＮＳを活用した情報発信件数：年30件以上
数 成果の発表や公開 年度比20％ 22 施設設備の整 ・教育研究施設Ⅱ及び大学管理施設の整備･移転：平成31・32年度整

講座、セミナー等 増 備、活用等 備、平成33年度移転
の開催周知及び開 ・基礎医学研究棟の改修･移転：平成32・33年度
催結果報告の情報 ・附属病院既存棟の改修･移転：平成31～34年度
発信件数 ・施設の改修・更新工事：平成31～36年度

・耐用年数の延長：概ね20年以上利用
23 安全管理等の ・消防計画に基づく火災訓練：年１回
業務運営 ・消防計画に基づく地震訓練：年１回

・安全衛生管理に関わる研修会等の実施：年１回以上
・リスクマネジメント研修の実施：年１回以上
・全所属等の情報セキュリティ担当者を対象とした情報セキュリテ
ィに関する講習会の実施：年１回以上

・上記講習会の受講率：100%（新規担当者）、90%以上（その他の担
当者）

・エネルギー原単位の削減：前年比１％以上
24 法令遵守等 ・倫理研修（職場研修）等の実施：年２回以上

・コンプライアンス及び研究倫理教育研修会受講対象者の受講率：100％


